
 

 

 

 
8/7(金)映像終業式式辞 『不親切の親切、あるいは自由と責任』の話 

                 ～まだ就寝、起床をコントロールできない人へ～ 

 明日から夏休みが始まります。知ってのとおり１６日間ですね。今年は、「さあ、明日か

らの自由な時間を、有意義に計画して過ごしなさい」という必要はなさそうです。短いから

ではありませんよ。みなさんは既に、二ヶ月６０日間、三月からだと９０日間の休校という

名の休暇を経験しているからです。思い出してください。最初の数日は嬉しかったが、段々

登校できない日々にストレスを抱えて、生活が乱れた時期もあったのでは？途中からＤＯノ

ートをペースメーカーにして、自分時間割を組むことを覚えた人も増えました。だから、多

くの人は、１６日間位、自分時間割を組むのはへっちゃらになっているはずです（多分ね）。 

 しかし、まだ若干の不安がある人のために一つお話しをします。ノートルダム清心学園大

学の理事長として活躍された渡辺和子さんの『忘れかけていた大切なこと』という書籍に出

てくるエピソードで、日本人とドイツ人の母親の子育てに関しての会話です。 

 みなさんはどう思いますか？日本人とドイツ人という問題ではありません。どちらが正し

いという問題でもありません。子どもの面倒を、失敗のないように丁寧にみたいと思うか、

ミスをしても自分の責任において行動させようとするかのです。二人の母親の視点だけでな

く、子どもの視点で考えたらどうでしょう？どちらの母親が、子どもにとって『親切』なの

でしょう？寝坊をしないように気を配る母か。自力で起きられるように自立を促す母か？皆

さんにとっての『親の優しさとは何だろう?』と、私は考えさせられました。 

もしもですが、休校期間の９０日間に、夜更かしせずに寝て、朝は決めた時刻に起きる生

活が難しかった人が、未だいたら、この１６日間で克服しませんか？昼間、頑張って勉強や

部活、習い事等に励むのは大切ですが、それも自分で就寝、起床時刻をコントロールして生

活できていればこそです。先日までの三ヶ月の休校期間を考えれば、一瞬とも思える 16日

間です。ぜひ自分の生活のハンドルを握って、自分でドライブ（運転）してください。 

真夏のマスクは経験がないことですが、継続してコロナ感染対策も忘れず、８月２４日に

全員笑顔で再集結しましょう。多分、エアコンの効いた体育館で始業式となるはずです。 
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ドイツ人母：「どうしてお宅では子どもたちに『お願いだから起きてちょうだい』と頼んで起きてもらう

のかしら？」 

日本人母：「え？・・・。お宅ではどうしているのですか？」 

ドイツ人母：「娘は、まだ小学生ですけど、目覚まし時計が使えるようになった日から、自分でセットして

起きるようにさせています」 

日本人母：「でも、まだ小さいから目覚ましをかけ忘れることもあるでしょう？」 

ドイツ人母：「かけ忘れたら、それは本人の責任ですから私は起こしません」 

日本人母：「目覚ましを途中で止めたり、鳴り止んでしまったりして寝過ごさないのですか？」 

ドイツ人母：「そういうこともありますが、私は起こしません。なぜなら目覚ましが鳴っているのに起き

ようとせず、寝る方を選んだのは本人の自由ですから」 



最後に、自由課題を一つ。今年の

夏休みの宿題は、ほぼゼロです。ゼ

ロの理由は、１６日間ということも

ありますが、この四ヶ月間で自分時

間割を作って生活する良い習慣が定

着した人が増えたからです。その中

心はＤＯノート。夏休み期間も活躍

させましょう。特に３年生は進路決定のための勉強に燃えるはず

です。自由課題というのは、今回は『表紙コンテスト』です。 

フォーサイト手帳で、全国の中高生に表紙カバーコンテストを募

集しています。ぜひ、大宮中生の応募を期待します。コンテスト

で表彰される作品が出るかな？大宮中の精神は、『夢や目標に向

かって、優しさをもって挑

戦を続ける若者であれ』で

す。表紙を自分の夢や目標

の励みになる作品を制作

したらどうでしょう。二学

期の皆さんの生活に一本

芯が通るのではないでし

ょうか。自由課題ですから

マストではありません。 

やる気のある人の応募をお願いします。※右の作品は、昨年度大宮中おっちゅう甲子園で入

賞した表紙作品です。ＤＯノートを愛着のある自分ノートに進化させよう！  

※コンテストはご家庭でエントリーしてください。期間中「いいね！」で応援しよう！ 


